
なぜ人は移動するのだろう？

『加州日本人花園業発展史』1929年より引用
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和歌山県立文書館って知っていますか？

2



和歌山県立文書館とは？
県や県内各地域の歴史資料として重要な文書そ

の他の資料を収集・保存・整理して未来に伝える
とともに、これらを一般の利用に供することで、
県民の学術及び文化の発展に寄与する施設。
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今回はみなさんに和歌山の歴史
を文書館の資料から学んでほし
いと思い来ました。
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那賀地方の名産品って何でしょうか？

和歌山県「那賀の味」https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/130200/nousin/naganoaji.htmlより引用 5

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/130200/nousin/naganoaji.html


箱すし

6



くるみ餅

7



ナバナ

8



はっさく

9



那賀地方は、かんきつ類や野菜の栽培が
さかんです。

和歌山県「那賀の味」https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/130200/nousin/naganoaji.htmlより引用 10

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/130200/nousin/naganoaji.html


問1.みなさんは海外に行きたいですか？

11
https://www.naga-h.wakayama-c.ed.jp/20240315siatorukennsyuu.htmlより引用

https://www.naga-h.wakayama-c.ed.jp/20240315siatorukennsyuu.html


問2.その理由は何ですか？
周りの人と話し合ってみてください。

行きたい場合は、どこで何をしたいですか？
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・・・実は、
文書館が持つ明治時代の史料には、
明治時代に那賀地方から外国に渡った人
の記録が残されています。

和歌山県立文書館所蔵「米国桑港エ諸苗種類贈ル控」明治19年8月吉日
https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/imin/doumoto_boueki/R050B00105.pdf
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https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/imin/doumoto_boueki/R050B00105.pdf


問3. 明治時代に那賀地方から外国へと
渡った人は、どのような理由で行ったの
でしょうか。想像してみましょう。

『加州日本人花園業発展史』1929年

より引用
14



今回のテーマ

19世紀後半と現代で人が移動する理由の
同じところや違うところを考える。
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問4.解説シートなどを参考に、19世紀後半
の世界はどのような様子だったのか、ま
とめてみましょう。
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資料１（堂本兄弟について）
（花木宏直「明治期の和歌山県那賀郡における北米輸出に伴う柑橘産地の変容」（『歴史地理学』第53巻第1号(第253号)、2011年1月号）を参考に作成）

那賀郡東大井村の地主であった堂本家は、明治
16(1883)年の（① ）の影響を受け、土地を
売却して経営を縮小しました。

明治17(1884)年、堂本家の二男堂本誉之進・三男堂本
兼太郎は、（② ）へ渡り、現地
の富豪のもとで庭園の管理に従事しました。その時、日
本産の花きが現地人に観賞される様子を見た誉之進は、
日本産の（③ ）を輸入することを考えました。

17



問5.解説シートを参考に、資料1の空欄①
～③にあてはまる語句を答えましょう。

『和歌山県移民史』より引用
18



資料2（堂本家の家業経営の推移）
（花木宏直「明治期の和歌山県那賀郡における北米輸出に伴う柑橘産地の変容」（『歴史地理学』第53巻第1号(第253号)、2011年1月号）より引用）
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資料１（堂本兄弟について）
（花木宏直「明治期の和歌山県那賀郡における北米輸出に伴う柑橘産地の変容」（『歴史地理学』第53巻第1号(第253号)、2011年1月号）を参考に作成）

那賀郡東大井村の地主であった堂本家は、明治
16(1883)年の（①米不作）の影響を受け、土地を売却し
て経営を縮小しました。

明治17(1884)年、堂本家の二男堂本誉之進・三男堂本
兼太郎は、（②サンフランシスコ）へ渡り、現地の富豪
のもとで庭園の管理に従事しました。その時、日本産の
花きが現地人に観賞される様子を見た誉之進は、日本産
の（③苗木）を輸入することを考えました。
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問5の答え

①米不作

②サンフランシスコ

③苗木
21



問5.なぜ堂本兄弟は、海外へと渡ったの
でしょうか？
周りの人と話し合ってみてください。

『加州日本人花園業発展史』1929年

より引用
22



資料2(堂本兄弟が和歌山にいた兄へと
送った注文書)

(和歌山県立文書館所蔵9085-54「米国桑港エ諸苗種類贈ル控」明治19年8月吉日)

https://www.lib.wakayama-
c.ed.jp/monjyo/archive/imin/doumoto_boueki/R050B00105.pdf
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資料2(堂本兄弟が和歌山にいた兄へと
送った注文書)

(和歌山県立文書館所蔵9085-54「米国桑港エ諸苗種類贈ル控」明治19年8月吉日)

https://www.lib.wakayama-
c.ed.jp/monjyo/archive/imin/doumoto_boueki/R050B00105.pdf
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「和歌山県立文書館」とインターネット
で検索をして、デジタルアーカイブで
資料2を見てみよう！

読み取れる文字はあるだろうか？
25
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資料3(堂本兄弟が和歌山にいた兄へと
送った注文書の翻刻) 『打田町史』より引用
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資料3(堂本兄弟が和歌山にいた兄へと
送った注文書の翻刻) 『打田町史』より引用
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問7.前ページの資料2を見て、資料3に当
てはまる語句を答えましょう。

28



資料2(堂本兄弟が和歌山にいた兄へと
送った注文書)

(和歌山県立文書館所蔵9085-54「米国桑港エ諸苗種類贈ル控」明治19年8月吉日)

https://www.lib.wakayama-
c.ed.jp/monjyo/archive/imin/doumoto_boueki/R050B00105.pdf

29



資料2(堂本兄弟が和歌山にいた兄へと
送った注文書)

(和歌山県立文書館所蔵9085-54「米国桑港エ諸苗種類贈ル控」明治19年8月吉日)

https://www.lib.wakayama-
c.ed.jp/monjyo/archive/imin/doumoto_boueki/R050B00105.pdf
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資料3(堂本兄弟が和歌山にいた兄へと
送った注文書の翻刻) 『打田町史』より引用
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資料3(堂本兄弟が和歌山にいた兄へと
送った注文書の翻刻) 『打田町史』より引用
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問8.堂本兄弟は、何のために資料2に記され
た物を和歌山から注文したのでしょうか？

33



解説シートより引用

一方、北米への移民の急増は、先住者との摩擦を生じさせ、労
働者の間で賃金水準を低下させているとして不満が高まりました。
後に彼らはこの不満による暴動や排斥法などの人種差別を引き起
こします。1913(大正 2)年にカリフォルニア州では、外国人土地
所有権禁止と借地を３年間以内に制限する、カリフォルニア州土
地制限法が制定されました。そして、アメリカ合衆国全体では 
1924(大正 13)年に日本人移民を全面的に禁止した移民法が制定
されました。

34



問9.この時代のアメリカの人々は日本人
移民の急増に対してどのような感情を
持ったのでしょうか。その理由も含めて、
解説シートを参考に答えましょう。

35和歌山県立文書館寄託「岩﨑家文書移民関係資料」681〔桑港到着につき書状〕明治25年5月10日
https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/imin/iwasaki_imin/doc/R050B00229.pdf

補助資料

https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/imin/iwasaki_imin/doc/R050B00229.pdf


問10.この時代のアメリカに渡った日本の
人々は、どのようなことに苦しんだので
しょうか。解説シートをもとに考えてみ
ましょう。

36和歌山県立文書館寄託「岩﨑家文書移民関係資料」681〔桑港到着につき書状〕明治25年5月10日
https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/imin/iwasaki_imin/doc/R050B00229.pdf

補助資料

https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/imin/iwasaki_imin/doc/R050B00229.pdf
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37和歌山県立文書館寄託「岩﨑家文書移民関係資料」681〔桑港到着につき書状〕明治25年5月10日 翻刻



1892年に紀三井寺からアメリカへと渡った岩﨑甚
四郎が書いたこの手紙では、アメリカ大陸到着時
にエンジェルアイランド島で過ごしたことが記さ
れています。

38和歌山県立文書館寄託「岩﨑家文書移民関係資料」681〔桑港到着につき書状〕明治25年5月10日
https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/imin/iwasaki_imin/doc/R050B00229.pdf

甚四郎は同じ船の中
に天然痘患者がいた
ため２週間の隔離措
置をされました。
この島に1910年より
移民局が設置され、
アジア系移民の検査、
検疫、拘留のために
使われました。

https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/imin/iwasaki_imin/doc/R050B00229.pdf


問11.現代を生きる私たちが海外へと向かう
理由にはどのようなものがあるでしょうか。
周りの人々と話し合ってみましょう。

https://www.naga-h.wakayama-c.ed.jp/20240315siatorukennsyuu.htmlより引用
39

https://www.naga-h.wakayama-c.ed.jp/20240315siatorukennsyuu.html


今回の問い：
19世紀後半の人々が海外へと
渡ったことと、現在の私たちが
海外へと渡ることの同じところ
と違うところは何でしょうか？
ワークシートに自分の考えを記
入しましょう。

40



残りの時間で、今回の授業の感想、
今後文書館とやってみたいことを
自由に書いてください。

本日はありがとうございました。
ぜひ今度は文書館にいらっしゃってください。

41
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